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2024 年 9 月 7 日(土)，第 63 回日

本語教育方法研究会がオンラインで

開催されました。また，前日の 9 月

6日（金）には，運営委員会が開かれ

ました。議事については，このレタ

ーの記事をご覧ください。

次回の第 64 回研究会は 2024 年 3

月 3 日（日）に桜美林大学（東京都

町田市）において対面にて開催しま

す。皆様，奮ってご参加ください。

開催を終えて

内藤 真理子

（事務局）

オンラインでの開催は，今回で 7

回目となりました。今回も発表 53

件 ， 参加者 236 名と，多くの方に

ご参加いただきました。心より感謝

申し上げます。最初のラウンドでは，

事務局の不手際でご迷惑をおかけし

てしまい，申し訳ありませんでした。

次回のオンライン開催では同様のこ

とが起こらないよう，運営方法の見

直しをいたします。

今回の研究会では，交流会のテー

マを会員の皆様から募り，それを元

にテーマの決定を行いました。事前

アンケートに答えてくださった皆様，

ありがとうございます。交流会の参

加者は 50 名程度と多くはありませ

んでしたが，各部屋で活発な議論や

情報交換をしていただけたようで，

事後アンケートでは交流会の時間は

もっと長いほうがよいというご意見

を複数いただきました。また，人数

が少なくて残念だったというご意見

もありましたので，次回はぜひみな

さまふるってご参加ください。

次回開催にあたって

内山 喜代成

（桜美林大学）

第 64回 JLEM は 3 月 15 日（土）に

桜美林大学町田キャンパスで開催さ

れます。本学は創立者が 1921 年に北

京で貧困地域の女子教育のために設

立した崇貞学園を起源とし，戦後に

町田にて桜美林学園として再出発い

たしました。現在，約 1000 名の国際

学生が在籍しており，自律的な学習

姿勢を養うためのチュートリアルは

本学の日本語教育の特徴です。日本

語教員養成課程においても学園のモ

ットーである「学而事人（がくじじ

じん：学んだことを人々や社会のた

めに役立てる）」に基づき小学校，

定時制高校，地域の日本語教室，海

外の学習者などに対する支援活動を

サービスラーニングとして行ってお

ります。教員，学生ともに試行錯誤

の毎日です。日本語教育に関する

様々な取り組みをしておりますが，

本学での JLEM の開催は今回が初め

てとなります。ご参加される方々の

交流，日々の実践について共有でき

る有意義な場となるよう準備を進め

てまいります。

なお桜美林大学は町田以外に新宿，

多摩などにもキャンパスがございま

すのでご注意ください。町田キャン

パスは JR 横浜線淵野辺駅よりスク

ールバス，市バスで8分（徒歩25分）

です。桜が美しく咲く頃にみなさま

をお迎えできることを楽しみにして

おります。

第 18回 JLEM 優秀賞

JLEM の「優秀賞」は，①課題の設

定やその検証の視点の独自性，②教

育実践，研究成果の発展性，③ポス

ターの作り方という 3 点を基準に審

査され，優れた発表を行った会員に

授与されるものです。また，優秀賞

以外にも顕彰に値する発表があった

場合には「奨励賞」，優れたポスタ

ーを用いた発表があった場合，「ポ

スター賞」が授与されます。

第 63 回研究会は会長，及び 3名の

運営委員で構成される JLEM 賞選考

委員会で審査を行いました。その結

果は，以下のようになりました。

優秀賞：藤田裕子（桜美林大学）「日
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第 64回は桜美林大学にて



2 2024年12月1日発行 JLEM News Letter Vol.57

本語学習者のニュース聴解力向上

に向けたディクトグロス実施上の

提案」

奨励賞，ポスター賞：該当者なし

優秀賞の藤田氏の発表は，ニュー

スの聴解力の向上のためのディクト

グロスを実践し，ディクトグロスを

行う際のポイントの検討を行ったも

のでした。ディクトグロスとは，聞

いた内容をメモし，そのメモに基づ

いてディスカッションを行いながら，

文章を復元する活動のことです。藤

田氏はディクトグロスを継続的に実

践しており，今回の発表は，これま

での実践の積み重ねに基づく成果と

して高く評価されました。また，ポ

スターに示された実施ポイントの整

理はわかりやすく，J-Readabilityを

用いた難易度判定，及びポーズで区

切ったチャンクによる再生率計算な

どは，独自性のある検証の視点で，

再現性も高かったです。今後は，同

様の実践が広がるだけでなく，学習

者による主体的なテーマ選定，聴解

以外の四技能への応用など，実践研

究として発展していくことも期待さ

れます。受賞のポスターは本会のホ

ームページに掲載されていますので，

ぜひご覧ください。

（寺嶋弘道）

総会・運営委員会報告

研究会当日の 9月 7日(土)12:50-

13:05，2024 年度日本語教育方法研

究会第 63 回総会が開催され，全て

の議案について承認された。

①会員数：2024 年 9 月 4 日現在，

733 名（国内 706 名，海外 27 名）

②運営委員の就任（2024 年 10 月よ

り）：荻原まきさん（桜美林大学：

編集），金蘭美さん（横浜国立大

学：情報管理）。異動および退任は

なし。

③2023 年度の決算および 2024 年度

の予算案について会計担当委員より

説明。収入が 270 円多くなり，銀行

口座記録確認や再計算を行ったが原

因が特定できなかった。今後も精査

を続けることを確認し，原案を承

認。

④今後の開催予定：第 64 回研究会

（2025 年 3 月 15 日）は桜美林大学

町田キャンパス。第 65 回研究会

（2025 年 9 月）は，オンラインを

予定（開催校のお引き受け＆運営委

員へのご参加，お待ちしていま

す）。

なお，研究会に先だち 9月 6日

(金)に Zoom を用いて運営委員会が

開かれ，上記報告・審議に加え，以

下について話し合われた（出席 19

名，委任状提出者 13 名）。

①会誌の図の不備および落丁につい

て：印刷所に確認したが原因不明。

J-STAGE 掲載時は正式な元原稿を掲

載する。落丁のある会誌は申し出を

募り再送。次回会誌発送時に正しい

原稿を同封する（後日，差し替え分

および研究会後の追加発送分の冊子

は印刷所のほうで正しい図のシール

を貼ることが確約できた）。

②会の趣旨に添わない発表応募につ

いて：審査段階を透明化するため

に，会誌原稿チェック項目シート等

の文言を修正し，募集をかける。ど

のような発表にご辞退願うかについ

ては，今後も議論を続け，随時情報

提供を行う。

③オンライン開催時の JLEM 賞副

賞：2023 年度は「1件あたり 1 名

分の次年度会費の免除とする」とし

ていたが会計処理の問題があるた

め，今後は口座振込にする。

(松崎寛)

事務局よりご連絡

●発表者の会費支払期限

第 64 回研究会で発表するために

は，発表者（複数の場合は全員）は

応募時点で 2024 年度の会費（2024

年 4 月からの新年度分）を支払って

いなければなりません。期限は

2025 年 1 月 10 日（金）です。その

時点で入金が確認できない方につい

ては，発表申し込みを受け付けるこ

とはできませんので，早めに入金を

済ませてください。昨年度の会費が

未納の場合，今年度に会費を支払っ

ても，昨年度分に充てられるため，

今年度分は未納のままとなります。

発表申し込みを行う前に，必ず発表

者全員が各自の会員ページで今年度

の会費支払いが済んでいることをご

確認ください。

●発表をお断りする場合

本研究会では，以下の場合発表をお

断りする場合もありますので，ご承

知おきください。

①本研究会，または他の学会・研究

会で既に発表された内容のもの

②研究倫理上問題があると考えられ

るもの
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③特定の個人や集団を攻撃する内容

のもの

④特定の教材，商品，サービス等を

宣伝するもの

⑤日本語教育との関連が見出せない

もの

●住所変更等

JLEM では，会員管理システムに登

録された会員住所に会誌を送付して

いますが，返送されてくるケースが

あります。住所変更等があった場合

は，速やかに会員専用サイトにてご

自身で会員情報の変更をお願いしま

す。なお，転送サービスには対応し

ていません。また，登録の際には，

以下の点にご注意ください。

・集合住宅にお住まいの場合は建物

名まで入力してください。

・郵便受けの表札名とご登録の苗字

が異なる場合は，住所末尾に「○○

方」と追記してください。

（内藤真理子）

J-STAGE について

JLEM では，研究会誌を J-STAGE で

公開していますが，刊行後 1 年未満

の会誌については書誌情報しか見ら

れないように設定にしています。刊

行後 1 年未満の会誌を読みたい場合

は，冊子をご覧ください（※JLEM で

は J-STAGE の購読者番号・パスワー

ドの配布はしていません）。また，

発表に応募される方は，以下の３点

についてご了承くださいますよう，

お願い申し上げます。

①JLEM での発表応募は，「J-STAGE で

の公開の承認」を前提とすること

②編集担当が最終的な受理とした原

稿を後で変更できないこと

③研究会当日に発表を行わなかった

と判断された場合，その原稿を J-

STAGE で公開しないこと

（寺嶋弘道）

会費納入について

会計年度は，4月から翌年 3月ま

でです。研究会のスムーズな運営の

ために，6月 30 日までにお支払い

くださいますようお願いいたしま

す。

また，各研究会の際に会費納入が

終了していない場合は，研究会まで

に会誌が送付されず，後日送付され

ることになります。また，それによ

り，運営委員の手間が増えることに

なります。それはともかく，研究会

の際，会誌が手元にないと不便だと

思いますので，余裕をもってお支払

いをお願いいたします。発表申込の

締切日を目安とお考えください。

●振り込み先

＜郵便局の電信払込の場合＞

記号：10140

番号：69076511

加入者名：日本語教育方法研究会

振込者名：（氏名だけでかまいませ

ん）

※所属先名や会員番号は，会員名が

カットされることがあるため，書か

ないでください。

＜銀行からの振込の場合＞

銀行名：ゆうちょ銀行

金融機関コード：9900

店番：018

預金種目：普通

店名：〇一八 店（ゼロイチハチ

店）

口座番号：6907651

加入者名：ニホンゴキヨウイクホウ

ホウケンキユウカイ

振込者名：（氏名だけでかまいませ

ん）

※所属先名や会員番号は，会員名が

カットされることがあるため，書か

ないでください。

●ご登録の会員名と異なる名義で振

り込む場合（所属先からの振り込み

も含む）

必ず振り込みの度に，ホームペー

ジの「お問い合わせ」より，その旨

ご連絡ください。

●振り込む方の名義が外国語で表記

される場合

ご登録の会員名が確認できないこ

とがよくあります。特に，中国の方

はピンインで表記されることが多い

ため，ご登録の会員名（JLEM のシ

ステムでは漢字とカタカナのみ）を

検索して確認するのに時間がかかっ

ています。お手数ですが，振り込ん

だというご連絡をいただけると助か

ります。

（松崎寛・高橋亜紀子）
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運営委員会メンバー

会長：松崎寛（日本大学）

事務局：内藤真理子（電気通信大

学），畠山理恵（文化学園大学）

会計：伊藤夏実（東京農工大学），

島崎薫（東北大学），高橋亜紀子

（宮城教育大学），平田秀（武蔵

野大学）

編集（ニュースレター担当）：世良

時子（上智大学）

編集（会誌担当）：内山喜代成（桜

美林大学），榎原実香（東京科学

大学），大津友美（東京外国語大

学），荻原まき（桜美林大学），

尾沼玄也（拓殖大学），香月裕介

（神戸学院大学），鴈野恵（筑紫

女学園大学），工藤嘉名子（東京

外国語大学），栗原通世（国士舘

大学），小森万里（大阪大学），

佐々木良造（静岡大学），鈴木綾

乃（横浜市立大学），生天目知美

（東京海洋大学），村上智子（山

梨学院大学）

編集（J-STAGE 担当）：寺嶋弘道

（立命館アジア太平洋大学）

情報管理：金蘭美（横浜国立大

学），佐藤礼子（東京科学大

学），篠﨑大司（別府大学／株式

会社篠研），橋本直幸（福岡女子

大学）

企画・広報：河野俊之（横浜国立大

学），高村めぐみ（愛知大学），

俵山雄司（名古屋大学），中川健

司（横浜国立大学），根津誠（国

際交流基金），長谷川守寿（東京

都立大学），平山允子（日本学生

支援機構）

日本語教育方法研究会

問い合わせ先：jlem-ml@jlem-g.org

（レター編集：世良時子）


